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■ 意義
脳卒中および脳外傷に起因する高次脳機能障害

に対する認知リハビリテーション治療は，従来，経
験則で行われてきた．本研究は，その効果を膨大
な文献をもとに科学的に検証し，米国リハビリテー
ション医学会発行のガイドラインを作成するうえで
基礎となっている研究論文である．

■ 要旨
本研究は，Cicerone らが以前より積み重ねてき

た認知リハビリテーション治療のエビデンスに関す
るデータベースに，さらに øûø 論文を選択し，この
中で øøù 論文を検討し，新たなエビデンスを提示
している．すなわち，脳外傷後の注意障害，記憶
障害，社会的コミュニケーション障害，遂行機能障
害に対するリハビリテーション治療の効果には強
いエビデンスが示され，包括的全人的リハビリテー
ション治療の効果も明らかとなった．さらに，脳卒
中による右大脳半球損傷後の視空間機能障害に対
するリハビリテーション治療，左半球損傷後の失
語症および失行症に対するリハビリテーション治
療の効果も文献的に支持された．

■ 解説
認知リハビリテーション治療の効果に関するガ

イドラインは，欧州では神経学会から，他に，スコッ
トランドやニュージーランド，カナダでも提出され
てきたが，米国では，Ciceroneらの本研究が主体
となっている．
その結果，注意障害に対しては，直接的注意訓
練や注意障害を補償するためのメタ認知訓練，
time pressure management や ADL への般化訓
練の効果が確認された．また，半側空間無視に対

しては，さまざまな訓練の中でも視覚探索訓練が
最も推奨された．
失語症に対しては言語聴覚訓練やグループ訓練

の効果が，脳外傷後の社会的コミュニケーションに
障害のある例に対しては実践的なコミュニケー
ション技術訓練の効果が確認された．
一方，記憶障害例は，軽度な場合は，内的あるい

は外的な記憶の補償技術の習得が勧められ，重篤
な場合は，メモ，スケジュール表などの外的補助手
段の活用訓練が勧められた．また，エラーレスラー
ニングの効果が再確認された．
遂行機能障害に対しては，メタ認知的方略訓練

（自己モニタリングなど）および goal manage-
ment training，さらにグループ療法が効果的であ
ることが示された．
さらに，脳外傷者に対し，多職種による，全人的

（holistic），包括的（comprehensive）リハビリテー
ション治療は効果的であるとする，エビデンスの高
い報告がある．こうしたリハビリテーション治療の
体制は，患者および家族に対し，医師，看護師，理
学療法士，作業療法士，言語聴覚士，臨床心理士，
ソーシャルワーカー，職業訓練職，ケアマネジャー
などが，身体面，認知面，心理面，経済面などにつ
いて，包括的にかかわることにとどまらず，統合さ
れた治療環境における，個人療法あるいはグルー
プ療法による，認知機能の改善のみでなく，自己認
識の向上や対人関係のスキルアップ，感情のコン
トロールにも焦点を当てている．
わが国では，高次脳機能障害に対する認知リハ

ビリテーション治療は，医療機関で行われる回復
期以後は，地域で展開されている．その効果を，
今後検証することが求められている．
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